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1. はじめに 

世界中で開催される仮想都市ミニシティの基

本形は、1979 年にドイツではじまったミニ・ミ

ュンヘンと言われている[1]。2 年に 1 回、小中

学校の学齢の子どもたちのべ 2000 名が市長、

銀行員、コック、花屋など仮想の街を構成する

様々な仕事を体験する大イベントである。日本

においてもこの 10 年ほどのあいだに、のべ 100

名～500 名ていどの規模のミニシティ開催が増

えてきている[2]。模擬的なワークプレイスが

整備される他の就業体験事業と比してミニシテ

ィ型ワークショップが特徴的な点は、用意され

た業務内容を習得するというよりはむしろ、何

を売り買いし、いくらの値をつけ、転職か事業

継続か、はたまた廃業すべきかといったあらゆ

る行為選択を子どもたち自身の意思決定に委ね

ることである。 

筆者らは、このミニシティに購買歴から転職

歴までをデジタルデータとして蓄積・共有可能

にした情報インフラを備えたミニフューチャー

シティを開発してきた[3]。本稿においては、

子どもたちによるデータの利活用ならびに、行

為選択の過程分析が可能な模擬ワークプレイス

がどのようなものかについて概説する。 

 

2．LED の明滅パタンを利用した情報インフラ 

ミニフューチャーシティの情報インフラは、

LED の明滅パタンを利用した LIT コインと 5 つ

のアプリからなる[3]。LIT コインは、可視光の

明滅パタンをタブレットカメラで認識し、割り

当てたパタンリストから ID を照合する技術で

ある。5 つのアプリは、購買行動を記録するレ

ジアプリ（購買・支払い）、就職転職履歴を記

録する仕事管理アプリ（就職、退職）、所持金

を確認する ATM アプリ、起業廃業管理アプリ、

そして様々な取引データ全体を表示可能なデー

タ表示アプリである。この可視化技術により、

子どもたちの購買歴や転職歴をイベント後に分

析することはもちろん、イベント中にリアルタ

イムに参加者自身が参照することもできる。 

波多野らは複数の子どもワークショップの分

析から、とくにミニシティ型のワークショップ

においては、子どもの自己決定機会を保持する

ことが重要であり、大人のスタッフが過干渉と

ならない距離感が大切であることを指摘してい

る[2]。ミニフューチャーシティでは、各店舗

における勤怠管理から、銀行業務の給与計算な

ど、従来のミニシティ運営において大人スタッ

フの人手が必要であった業務についても、LIT

コインが自動記録、計算することで、大人スタ

ッフの干渉を低減させることができている[3]。 

 

3. データでフォローする子どもの行動履歴 

2015 年に第 1 回、2016 年に第 2，3 回と実施

した。1 回あたり、のべ 50～140 名の小学生、

中学生が、朝から夕方までの 6 時間参加した。

午後の時間帯に街を俯瞰するための 15 分間、

「街を止める」という試行も行った。みらい素

材屋にみらい旅行社、情報デザイナにシティデ

ザイナなど初期店舗数 10 店よりスタートし、

起業廃業により店舗数は増減する。LIT コイン

は、参加した子どもの数、店舗決済用、みらい

旅行社ゲスト分を含め 70 台、アプリ表示用に

iPad 30 台を準備した。 

 

図 1. データを商材とする子どもたち 
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データ表示アプリは、全店舗の売り上げ、訪

問客男女比などのデータを抽象化して表示し、

みらい情報デザイナの端末から仮想の街の中へ

フィードバックされる（図 1）。各店舗の売上

高はリアルタイムでカウントされるため、転職

先を探すために売り上げの上位企業を探すよう

な提示サービスなども可能である。表１は、み

らい旅行社がミニフューチャーシティ全体を紹

介するためにどの店舗にゲストを引率したかそ

の訪問履歴の一例である。興味深いのは、子ど

もたち自身がどの店舗に案内すれば、よりミニ

フューチャーシティをゲストに理解してもらえ

るか検討したうえで特徴的な情報デザイナやシ

ティデザイナへの訪問が組み込まれている点な

どを確認することができる。 

 

図２に示すのは、みらい情報デザイナの情報

表示サービスの価格下落の推移を表す値段表の

写真である。イベント開始時に相場に合わない

100 ハッピー（仮想の街での通貨単位）という

高額からスタートした情報表示サービスは、す

ぐに別商品の価格帯に近い 50 ハッピーにまで

値下げされた。また 4 時間ていど経た終盤には

5 ハッピーまでその価格は暴落していたが、情

報の価値が高かったイベント開始時から、時間

軸と負の相関をもって減衰しながら終盤を迎え

ることは現実社会においても説明のつく結果で

ある。同様の内容は LIT コインの履歴でも確認

でき、仮想の街に参加した子どもたちの様々な

行為選択の場面をデータから紐解くことが期待

される。 

 

4. 今後の展開 

情報インフラのようなデジタル技術を子ども

たちの街に導入する理由の一つは、大人が体験

したことのないデジタルとアナログが融合した

仮想的な街の体験をいち早く子どもたちに体験

してもらうためである。デジタルとアナログが

共存するワークプレイス[4]が当たり前となる

時代において、人は新たな働き方そのものを獲

得しなければならないが、わたしたち大人自身

がまだ体験していない環境整備に正しい解を事

前に導くのは困難である。    

デジタル端末の利用が鉛筆や消しゴムのよう

に当たり前となるデジタルネイティブ世代の子

どもたちにとって、仕事の疑似体験型の学習環

境に適切にデジタル技術が整備され、さらに多

様な分析手法の開発も伴う必要がある。 
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表 1. みらい旅行社ゲストの訪問店舗履歴 

Table1. Visit History of Travelers 

No. name name created_at 

60 旅行者 B みらい旅行社 2016/11/13 11:46 

3 旅行者 B みらいシティデザイナ 2016/11/13 11:48 

10 旅行者 B みらい素材屋 2016/11/13 12:05 

30 旅行者 B みらい情報デザイナ 2016/11/13 12:12 

20 旅行者 B みらい旅行社 2016/11/13 13:19 

2 旅行者 B みらい元気屋 2016/11/13 13:47 

10 旅行者 B みらいアクセサリ 2016/11/13 13:59 

10 旅行者 B 未来花屋 2016/11/13 14:41 

55 旅行者 B みらい素材屋 2016/11/13 14:45 

 

 

図 2. 情報の価値の減退 
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